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京 都 女 子 大 学 生 活 造 形 学 科 「生 活 造 形 」 投 稿 規 定

2012,7.18改 定

2020.1.7改 定

1.本 誌 は主 と して生 活 造 形 に 関す る総 説 、 解 説 、 文 献 紹介 お よび報 文 、 ノ ー ト、 資料 な どを掲 載 す る。

な お 原稿 の分 類 は別 表 の通 りとす る。

2.原 則 と して、 投 稿 者 は筆 頭 著 者 あ るい は共 著 者 と して生 活 造 形 学 科 専 任 教 員 を含 む もの とす る。 こ

れ以 外 の場 合 は、 専 任 教 員 の 同意 に加 え、 編 集 委員 会 の議 を経 る もの とす る。

3.原 稿 掲 載 料 は原 則 と して無 料 とす る。

4.原 稿 の採 否 、 修 正 、 そ の 他 は編 集 委 員会 が 決 め る 。

5.投 稿 原 稿 は、 別 途 定 め る 見 本 に従 って 割 付 け たA4版 カ メ ラ レ デ ィ原 稿 と し、Word形 式 とPDF

形 式 の2種 類 の フ ァイ ル を提 出 す る。 本 文 の フ ォン トは、 和 文 で は、 明 朝 体10.5ポ イ ン ト、 一 行23

文 字 ×40行 の 横2段 組 み とす る.英 文 で はCenturylO.5ポ イ ン トを用 い る。

6.報 文 の頭 初 には 表題 、 著者 名 、 所 属機 関 を和 文 お よび英 文 で記 載 す る。 表 題 は、 和 文:明 朝 体14ポ イ

ン ト、英 文:Century11ポ イ ン ト、著 者 名 と所 属機i関は、 和 文:明 朝 体11ポ イ ン ト、英 文:Century

11ポ イ ン トとす る。

7.報 文 には 、本 文 が和 文 の場 合 は英 文 要 旨 を、 目的 ・方 法 ・結 果 ・考 察 を含 め て 、 本 文 中 の 内容 を理

解 で き る よ うに平 易 な 文 で簡 潔 に書 く。 フ ォ ン トはCentury105ポ イ ン トと し、 長 さ は150語 程 度

とす る。本 文 が英 文 の場 合 は和 文 要 旨 を添 え る。 フ ォ ン トは明 朝 体10.5ポ イ ン トと し、長 さ は400

文 字程 度 とす る。

8,原 稿 の記 載 は次 の形 式 に よ る。

(1)和 文原 稿 で は、 原 則 と して 当用 漢 字 ・新 か なつ か い を用 い る 。

(2)単 位 は原 則 と して 国際 単 位(SI)系 とす る(JISZ8203参 照)。

(3)参 考 文 献 ・引 用 文 献 の書 き方 は下 記 を参 考 とす る。

(和文雑 誌)著 者 名.論 文 タイ トル,雑 誌 名,巻 号,ペ ー ジ(発 行 年)

(欧文雑 誌)著 者 名.論 文 タイ トル,雑 誌 名,巻,号,ペ ー ジ(発 行 年)

(単 行 本)著 者 名.書 名,発 行 元,ペ ー ジ(発 行 年)

〈例>

1)田 村 奈 巳,酒 井 哲 也,酒 井 豊 子,論 文 タイ トル,家 政 誌50,pp.331-336(1995)

2)R.J.Pace,A.Datyner.Title,Text,Res.J.;50,P.34(1980)

3)T.Vickerstaff."ThePhysicalChemistryofDyeing",Oliver&BoydCO.p.43(1954)

4)江 馬 務,「 江 馬 務 著 作 集 第 六 巻 」,中 央 公 論 社,東 京,p.19(1977)

9,図 表 の 記 載 は 次 の 形 式 に よる 。

各 図(写 真 も含 む)、 表 に は 図4、 表3の よ う に表 記 し、 簡 単 な表 題 を つ け る こ と。 原 稿 に は 、 図

表 の 挿 入 箇 所 に 関 す る 指示 を明示 す る こ と。

10.校 正 は二校 まで は 著 者 が行 う。

11.別 刷 は20部 まで は贈 呈 す る の で 、希 望 者 は二 校 時 まで に希 望 部 数 を届 け 出 る こ と。

12.投 稿 原稿 デ ー タはEメ ー ル添 付 あ るい はCDな どの媒 体 へ 記 録 し、 編 集 委 員 へ 送付 す る 。
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種 類

a.総 説

b.解 説

c.文 献 紹 介

d.博 士論文要 旨

d.修 士論文要 旨

e。 そ の 他

9.報 文

ト

料

一ノ

資

h

i

内 容
一つの主題についての総合的な論説や記事で、提案、批評などを含むもの

研究、技術、社会情勢などに関する平易な解説

国内、国外の研究論文、書籍などの紹介

前年度の博士論文の要旨

前年度の修士論文の要旨

教職員の研究活動などに関する報告記事、会社 ・研究所などの見学記および学

会行事などに関する報告など

生活造形に関係のある研究で、新しい価値のある結論あるいは事実を含むと認

められるもので、本誌に掲載される前に他の学術誌に投稿あるいは掲載されて

いないものに限る

原著論文であるが、論文としては十分な結論を得るに至っていないもの

研究の資料として価値あるもので、上記の論文、ノートのいずれにも属さない

もの

最大頁数
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編 集 委 員:北 尾 靖雅 ・片山 勢津子 ・渡邊 敬子 ・前川 正実

表紙デザイン=江 口 淑子

編 集 後 記=

「生活造形 」65号 をお届けいた します。本号 か ら研 究活動報告 のペ ージ を割

愛 しま したが、学生の受賞報告 が多数寄せ られ、また総説か ら報文、 ノー トま

での寄稿が増加 し、本学科 の教 育 と研究 の成果が多数掲載 されてい ます。学生

と教職員の幅広 く活発 な活動状 況を読 み取 っていただけれ ば幸いです。最後 に

な りま したが、 ご多忙 の中 ご協 力いただ きま した皆様 に厚 く感謝いた します。
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